
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年６月９日（火） 

      １３時００分～１５時３０分 

講 師：佐藤青樹先生 

出席者：大西旅人、北島サブ、 

高野平太、谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口のぼん、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
流
れ
」・
互
選 

 

  
 

「
１
点
」 

清
流
春
の
日
差
し
に
猫
柳 

 
 
 
 
 
 
 

 

欠
席
者 

上
句
は
、
「清
流
の
」
で
は
。
俳
句
色
強
く
、
春
の
情
景
ダ
ブ
る
。 

例
「
キ
ス
し
て
る
二
人
を
覗
く
猫
柳
」 

み
な
黙
し
動
く
歩
道
で
モ
ノ
と
な
る 
 
 
 
 

旅
人 

 
 

 

深
読
み
が
必
要
。
下
五
「
モ
ノ
と
な
る
」
が
苦
し
い
表
現
。 

例
「
動
く
歩
道
ヒ
ト
を
貨
物
の
よ
う
に
乗
せ
」 

 

人
波
に
の
ま
れ
て
歩
く
初
も
う
出 

 
 
 
 
 

サ
ブ 

 

 
 

絵
が
見
え
一
読
明
快
の
句 

 

独
り
身
が
時
流
に
乗
ら
ず
満
喫
し 

 
 
 
 
 

智 
 

 

 
 

上
五
の
「
が
」
を
「
を
」
に
す
る
と
、
リ
ズ
ム
感
が
良
く
な
る
。 

 

妻
が
言
う
同
期
の
死
亡
聞
き
流
す 

 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

妻
の
言
っ
た
同
期
は
、
妻
か
夫
の
か
が
不
明
。
ま
た
、
同
期
の
死

亡
を
聞
き
流
す
の
は
何
故
？
一
読
明
快
に
表
現
し
よ
う
。 

 

濁
流
で
命
か
ら
が
ら
ヘ
リ
を
待
つ 

 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

一
読
明
快
上
手
く
で
き
た
句
。 

 

お
流
れ
を
ち
ょ
う
だ
い
の
手
は
商
い
へ 

 
 
 

次
郎 

 

 
 

一
読
明
快
で
は
あ
る
が
、
下
五
の
、
リ
ズ
ム
は
整
っ
て
い
る
か
。 

 
 

例
「
商
売
へ
お
流
れ
ね
だ
る
下
心
」 

 

温
暖
化
の
流
れ
を
変
え
る
マ
イ
バ
ッ
ク 

 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
上
手
く
で
き
た
句
。
上
五
の
、「
の
」
は
、
不
要
か
も
。 

 
 

例
「
温
暖
化
流
れ
を
変
え
る
マ
イ
バ
ッ
ク
」 

 

流
れ
く
る
龍
頭
の
滝
い
さ
ま
し
く 

 
 
 
 
 

欠
席
者 

 
 

そ
う
で
す
ね
の
句
、
下
五
は
、
予
定
調
和
と
と
ら
れ
な
い
か
。 

あ
る
が
ま
ま
流
れ
に
乗
っ
て
こ
れ
も
良
い 

 
 

し
だ
れ 

 
 
 

下
五
の
「
こ
れ
も
良
い
」
少
々
気
に
な
る
。 

 
 

例
「
あ
る
が
ま
ま
時
の
流
れ
に
乗
っ
て
生
き
」 

 

海
流
の
ご
と
く
人
の
世
流
転
す
る 

 
 
 
 
 

旅
人 

 
 

 
 

「
人
の
世
流
転
す
る
」
は
、
万
人
に
共
通
。
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。 

 
 

例
「
来
し
方
は
長
蛇
の
川
の
如
流
転
」 

 

生
き
急
ぎ
余
生
ゆ
っ
た
り
流
れ
た
い 

 
 
 
 

サ
ブ 

 
 

 
 

上
五
「
生
き
急
ぎ
」
良
く
解
ら
な
い
。
共
感
で
き
る
よ
う
に
。 

 
 
 

「
２
点
」 

 

一
人
居
て
流
れ
に
乗
れ
る
余
裕
で
き 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 

 
 

上
五
の
「
一
人
居
て
」
は
、
独
身
、
留
守
番
。
中
七
の
「
流
れ
に

乗
れ
る
」
は
、
何
の
流
れ
。
言
い
た
い
こ
と
を
一
読
明
快
に
。 

 

ひ
ま
な
の
に
月
日
の
流
れ
何
故
速
い 

 
 
 
 

欠
席
者 

 
 
 

 

 
 

一
読
明
快
だ
が
、
そ
う
だ
ね
の
句
。
余
韻
、
余
情
が
あ
る
か
に 

注
意
。 

 

プ
ラ
ゴ
ミ
が
何
処
の
国
か
と
目
を
こ
ら
す 

 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

一
読
明
快
の
句 

 

一
手
間
の
違
い
が
つ
く
る
長
い
列 

 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

列
は
ど
こ
に
出
来
て
い
る
。
絵
が
見
え
る
よ
う
に
。 

 
 

例
「
一
手
間
の
違
い
蕎
麦
屋
へ
長
い
列
」 

 

通
院
の
た
び
に
血
流
吸
い
と
ら
れ 

 
 
 
 
 

旅
人 

 

 
 

一
読
明
快
だ
が
、
中
七
の
「
血
流
」
は
「
血
」
で
い
い
の
で
は
。 

 
 

例
「
通
院
の
た
び
に
何
で
か
血
を
取
ら
れ
」 

名
調
子
船
頭
歌
う
川
下
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝 
 

 

 

一
読
明
快
、
絵
が
見
え
る
句
。 
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1 

 

夫
を

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
流
れ
」・
互
選 

 

続
き 

 

 
 

 

「
２
点
」 

我
が
過
去
は
皆
流
し
た
い
こ
と
ば
か
り 

 
 
 

の
ぼ
ん 

 
 

 
 

上
五
の
「
我
が
」
は
、
不
要
で
は
。
無
用
な
語
は
捨
て
る
。 

 
 

例
「
過
去
は
み
な
川
に
捨
て
た
い
こ
と
ば
か
り
」 

 

月
一
の
チ
ラ
シ
が
つ
く
る
長
い
列 

 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

一
読
明
快
、
出
来
て
い
る
句
。 

 

椰
子
で
な
く
流
れ
来
る
の
は
ゴ
ミ
ば
か
り 

 
 

勝 
 

 

 
 

時
流
を
詠
み
、
出
来
て
い
る
句
。 

 
 

例
「
椰
子
の
実
に
代
わ
り
プ
ラ
ご
み
流
れ
着
き
」 

 
 
 

「
３
点
」 

 

先
祖
か
ら
続
く
流
れ
を
止
め
た
罪 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 

絵
が
見
え
る
か
、
言
い
た
い
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。 

 
 

例
「
名
門
の
流
れ
を
止
め
た
女
癖
」 

 

五
十
年
妻
の
白
髪
で
時
を
知
る 

 
 
 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

上
五
の
「
五
十
年
」
と
下
五
の
「
時
を
知
る
」
は
ダ
ブ
リ
で
は
。 

 
 

例
「
女
房
の
白
髪
で
時
の
流
れ
知
り
」 

 
 
 

「
４
点
」 

 

家
系
図
の
流
れ
が
変
わ
る
枝
わ
か
れ 

 
 
 
 

次
郎 

 

 
 

あ
そ
う
で
す
か
の
句
。
言
い
た
い
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。 

 
 

例
「
嫡
流
が
切
れ
て
庶
流
に
代
替
わ
り
」 

 

流
れ
見
て
多
数
派
に
つ
く
風
見
鶏 

 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
上
手
く
で
き
た
句
。 

 

力
ま
ず
に
流
れ
に
ゆ
だ
ね
ゆ
く
余
生 

 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

中
七
の
「
流
れ
」
が
何
の
流
れ
か
を
明
確
に
。 

 
 

例
「
余
生
な
お
時
の
流
れ
に
身
を
任
せ
」 

 

夏
休
み
流
し
た
汗
が
夢
を
呼
ぶ 

 
 
 
 
 

 

智 
 

 

 
 

ど
ん
な
汗
、
ど
ん
な
夢
か
が
見
え
る
と
さ
ら
に
い
い
句
。 

 
 

例
「
富
士
登
山
流
し
た
汗
を
夢
に
見
る
」 

 
 
 

 

「
６
点
」 

 

合
唱
の
手
か
ら
流
れ
る
私
利
私
欲 

 
 
 
 
 

裕
子 

 
 

 

 
 

中
七
の
「
手
か
ら
流
れ
る
」
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
。 

 
 

 

「
８
点
」 

 

少
子
化
の
流
れ
空
き
家
を
加
速
さ
せ 

 
 
 
 

順 
 
 

 

 
 

一
読
明
快
。
時
流
を
詠
み
上
手
く
で
き
た
句
。 

 
 

 
 

「
選
外
」 

流
行
歌
に
限
り
何
故
か
苦
手
だ
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

あ
あ
そ
う
で
す
か
の
句
。
場
面
や
、
情
景
等
を
取
り
込
む
工
夫
を
。 

 
 

例
「
二
次
会
で
苦
手
な
艶
歌
歌
わ
さ
れ
」 

 

平
安
を
求
め
ず
生
き
た
母
の
汗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

上
五
の
「
平
安
を
」
が
気
に
な
る
句
。
絵
が
見
え
な
い
。 

 
 

例
「
子
等
の
た
め
額
に
汗
し
生
き
た
母
」 

 

流
れ
か
私
の
生
は
逆
流
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

上
五
「
流
れ
か
」
、
４音
で
は
。
ま
た
、
難
解
な
句
。 

 
 

「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
」
に
注
意
。 

 

激
流
を
カ
ヌ
ー
で
泳
ぐ
羽
根
田
く
ん 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

出
来
て
い
る
句
だ
が
、
羽
根
田
君
を
誰
か
知
ら
な
い
人
も
い
る
。 

 

成
長
を
流
れ
に
委
ね
親
の
愛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

中
七
の
「
流
れ
に
」
が
何
の
流
れ
か
詠
み
取
れ
な
い
。 

 
 

例
「
成
長
を
時
の
流
れ
に
任
す
親
」 

間
を
空
け
て
コ
ロ
ナ
予
防
か
浮
寝
鳥 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

コ
ロ
ナ
と
水
鳥
を
掛
け
合
わ
せ
た
シ
ャ
レ
の
よ
う
な
句
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【溜り場】 

  テレビ朝日で、毎週火曜日深夜１時５６分から２時２１分に 

「川柳居酒屋なつみ」を放送中。 

 「この番組は、宇賀なつみが長年の夢だった小料理屋の女将に転身。 

たまに来る常連客の尾上松也とお店に立ち寄ったゲストと一緒に、

お酒を飲みながら、マジ酔いで本音トークをする番組。 

日頃、溜まった愚痴や悩み、更にシラフでは言いにくい事を川柳に

して発表し、思う存分にストレスを吐き出していく。酔っぱらって

いるからこそ、発表できる衝撃の暴露を連発。」だそうです。 

 

 



 

 

 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 
「
秀
」 

刺
さ
る
赤
都
庁
ブ
リ
ッ
ジ
迫
り
く
る 

 
 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

日
米
の
リ
ー
ダ
ー
共
に
自
画
自
賛 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝 

新
コ
ロ
ナ
国
も
人
種
も
差
別
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
太 

平
日
の
散
歩
に
ぎ
わ
す
テ
レ
ワ
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

コ
ロ
ナ
禍
へ
静
止
画
像
の
我
が
暮
し 

 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

ア
ベ
マ
ス
ク
家
族
五
人
で
ア
ミ
ダ
ク
ジ 

 
 
 
 
 
 

サ
ブ 

「
客
」 

 

日
常
が
自
粛
に
慣
れ
て
引
き
こ
も
り 

 
 
 
 
 
 
 

サ
ブ 

 

久
し
ぶ
り
外
出
決
ま
り
靴
磨
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

品
薄
の
マ
ス
ク
溢
れ
て
叩
き
売
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

サ
ブ 

 

踊
り
場
で
一
息
入
れ
る
喜
寿
の
坂 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

慣
れ
て
い
る
振
り
が
ま
ご
つ
く
セ
ル
フ
レ
ジ 

 
 
 
 

裕
子 

 
 
 

 

「
人
」 

花
粉
症
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
忘
れ
ら
れ 

 
 
 
 
 
 
 

 

勝 

 
 

 

「
地
」 

新
盆
を
過
ぎ
て
蠢
く
恋
の
虫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝 

 
 

 

「
天
」 

夏
空
へ
感
謝
を
描
く
イ
ン
パ
ル
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

 

課
題
「
土
産
」・
二
人
選 

 

佐
藤
青
樹
選 

 

 
 

 
 

「
客
」 

 

帰
路
に
寄
る
ホ
ー
ム
キ
ヨ
ス
ク
子
が
二
人 

 
 
 
 
 

平
太 

土
産
屋
が
さ
っ
と
駆
使
す
る
翻
訳
機 

 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

妻
か
ら
の
土
産
は
い
つ
も
請
求
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

娘
に
は
あ
れ
こ
れ
持
た
す
母
の
性 

 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ヌ
ッ
と
出
す
こ
れ
が
み
や
げ
と
日
焼
顔 

 
 
 
 
 
 

旅
人 

 

 
 

 

「
人
」 

 
 
 
 

 

自
慢
顔
孫
の
土
産
は
欠
け
た
貝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
 

 

「
地
」
」 

ド
ア
ノ
ブ
に
掛
け
た
土
産
が
帰
り
待
つ 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

 

「
天
」 

一
升
瓶
下
げ
て
悪
友
や
っ
て
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

順 

 

課
題
「
土
産
」・
二
人
選 

 

長
谷
川
智
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
客
」 

 

妻
か
ら
の
土
産
は
い
つ
も
請
求
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝 

 

外
国
の
土
産
く
ば
っ
て
嫌
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

 

ド
ア
ノ
ブ
に
掛
け
た
土
産
が
帰
り
待
つ 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

自
慢
顔
孫
の
土
産
は
欠
け
た
貝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
京
に
来
て
た
ま
の
松
茸
の
ぞ
み
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 

平
太 

 
 

 

 
 

 
「
人
」 

 

孫
達
の
土
産
は
海
老
で
鯛
狙
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝 

 
 

 

「
地
」 

 

ウ
ィ
ル
ス
に
京
の
土
産
屋
大
あ
く
び 

 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

 
 

 

「
天
」 

 
 

 

娘
に
は
あ
れ
こ
れ
持
た
す
母
の
性 

 
 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

 

  
 

 
 

（
自
句
） 

未
成
年
吸
い
殻
散
ら
し
置
き
土
産 

 
 
 
 
 
 
 

 

出
張
費
土
産
奮
発
底
を
つ
き 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

買
い
忘
れ
東
京
駅
で
調
達
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．８月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和２年８月１１日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「膨らむ」：互選    ３句 

 ・課題「甘い  ：二人選    ３句 

 ・自由吟           ３句 

 

 

            

         

 


